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は じ め に
一夫一婦とその未婚子女か らなる核家族諭は家族を扱 う社会学者 ･人類学者に安易に受け入
れ られている｡ それは ｢構造｣的にそのような形態の世帯構成を抽出することが大体の社会に
おいて比較的容易なために普遍的な分析概念として用いられ易いとい うことであろう(〕 しかし
この核家族に関する理論が,核家族が ｢規範｣として明瞭に存在 しているアメリカの中間階層


































村として存在 している｡ 調査時点 (1971年10月)において, 人口は438人, 世帯数は89を数え
る｡ 集落の周囲は水田であるが,純粋に稲作に依存する世帯はごく数えるほどしかなく,ゴム
栽培,ゴム･タッピング,賃銀労働に従事し,出稼ぎによる不在者も多い｡


















は,自己を中 心 として上下6世代にわたる名称が得られるo Lかし都市農村を問わず現在の一
般マレ小人がそれらU)語を知っているとい{)ことは極めて稀であり, 日常に使用するのはせい
ぜい曽祖父母 (110yang),凸孫 (cicit)までにすぎない｡我々の調査 した村では曽祖父母にあ
たる人も存在 してはいたが,moyangが虐接呼びかけに使用されることはなく,祖父 (datuk)
祖母 (nenek)呼称が用いられる｡4)Fu)世代に関してはより混乱が少ないが,それでも後述す
















4) Kedahの Sikにおいては datukが祖父･祖母,曽祖父･曽祖母の四つのカテゴリー に用いられう
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として二世代にわたる夫妻の年齢差, および男女の平均寿命の差か ら説明され る｡8) クランタ
ンにおける祖父母の生存率は不明の分を考慮に入れれば初婚年齢の差を反映 してマラカよりも
やや高 くなるのではないか と思われる｡ 父方および母方の祖父母の うち少な くとも1人が生存
しているケースはクラソタン･マラカとも85%前後であるが,孫の年齢を5才階級別にきざん
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方祖父母との隔世代同居にあらわれる｡ これは, クランタンでの剛 号が離婚娘とその子の引き
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孫 の あ る者
クラソタ二/ マ ラ カ
孫を引き取ってい る老 (%)
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夫婦と同店しないのは必ず しも子供の性別によるものではない ｡ -･般に気がねせず自由に過ご





















































においてほ, 貸し手としての祖父母からみた場合水田 4ケース (村外の孫-の小作を含む),
借 り手としての孫からみた場合水田2ケ-ス, ゴム図2ケース (村外の祖父母からの小作を含








































レ一人の養子について検討 したい と考えてい る｡ マ レ-人の親子関係に関す る最終的な結論は
その際に譲 りたいと思 う｡
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